
子連れ可能なコワーキングスペースに関する研究
～働く親とこども達の新しい場所として～
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１． 研究背景・内容
　コワーキング（Co-working）とは、スペース、会議室、打
ち合わせスペースなどを共有しながら独立した仕事をを
行うワークスタイルを指し、1999年にベルナールデコーヴ
ェンという米国の理論家により定義された。
　公式のコワーキングスペースは2005年に誕生してか
ら、短期間に渡って様々な文化や社会と触れ合うことによ
り、形態自体が変化した。その変化の一つとして、2008年
にアメリカのシリコンバレーにおいて世界初の保育サー
ビス付きコワーキングスペースが生まれ、日本では2012
年に登場した。本研究では様々な保育サービス付きコワ
ーキングスペースの代表例を分析して比較し、進行の研
究を目的とする。
２． 研究対象と調査方法
 　研究対象は検索し得た国内の20ヶ所の子連れ可能な
コワーキングスペースとした(表2）。それらに対し、文献調
査やSNSでのインタビュー、施設訪問によるインタビュー
を通じて調査を行った。
 ・ 施設の事業状況調査
　空間共有型オフィスに関連した論文や書籍調査を行
っ た後、子連れ可能な施設への調査を通じてスペース
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表2　調査対象施設の概要

表1　地域別コワーキング
スペース件数

図1　コワーキングスペース件
数の推移

の 利用の仕方、組織体制、利用者のデータを収集した。 
 ・ 施設運営者とのインタビューや現場調査
　2016年の10月に関東の３つの施設の現場調査を
行い、運営者とのインタビューも行った。個人運営の
施設（BC）と 民間会社運営の（HC）と（MB）を訪問し
た。2016年11月に 関西の（JC）と（WF）に現場調査をし、
運営者とのインタビューをし、開催イベントに参加した。さ
らに、2016年12月に（OU）に追加調査をした。この6つ以
外のコワーキングスペースはメールや電話を通じての質
問時間を設けた。
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3． 調査結果
 ・ 子連れ可能なコワーキングスペースの伸び率
　調査対象の20施設の内18ヶ所は2012年から2016年の
間に開設された。年ごとに違いはあるものの、毎年の平
均的な増加量は約３.6ヶ所である。その一方、毎年の平均
的な減少量は0.8ヶ所である。
 ・ コワーキングスペース全体の比較
　現在、日本にあるコワーキングスペースの数は約544ヶ
所ある（2016年9月時点）。子連れ可能なタイプとコワーキ
ングスペース全体を比較すると、平均面積では子連れ可
能なタイプは全体の平均より約1.25倍広い。（子連れ可
能なタイプの平均面積は153.7m２、全体の平均面積は
119.9m２）。また平均デスク数は、子連れ可能なタイプは
全体の平均の84%のデスク数であった。（子連れ可能な
タイプの平均デスク数は28.5個、全体の平均デスク数は
33.9個）
 ・ 託児サービスの提供
　20ヶ所のうち11ヶ所の施設では託児サービスを提供し
ている。11ヶ所のうち6ヶ所は開設から託児サービスを提
供し、残りの５ヶ所は開設後に託児サービスを追加した。
託児サービスを提供する11ヶ所は全施設に保育専用ス
タッフがおり、託児サービスを提供していない9ヶ所のうち
数カ所では、保育士ではないものの見守りスタッフとして
のボランティアスタッフがいる。
 ・ 提供サービスと来客性別の割合
　こども向けサービスの提供レベルが高ければ高いほ
ど女性の客の割合が増える。（表2、表4）
 ・ 空間のゾーニング
　20施設のうち16ヶ所では子供専用スペースが設置さ
れ、それ以外ではワークスペースに条件付きで子供連れ
が可能となっている。16ヶ所の施設は子供エリアと大人エ
リアを分離して提供しており、それらは１ヶ所を除き、大人
エリアから子供エリアを見守ることができる。
　

4. まとめ
　子連れ可能なコワーキングスペースは1）半分以上は
託児サービス付きで、保育専用スタッフがいる。2）多くは
子供のための専用スペースがある。（残りはこどもも利用
可能だがこどもに対しての特別な設備はない）3）8割の
施設は子供エリアと大人エリアを分離して提供しており、
それらは大人エリアからこどもエリアを見守ることができ
る施設がほとんどである。4)こども向けサービスの提供レ
ベルによって利用者性別の割合に変動があることがわか
った。

図2　MBの空間配置図

図5　周辺環境図

図3　1階 キッススペース 図4　2階 ワークスペース

 表４　訪問した施設の来客データまとめ

 表3　訪問した施設利用シーン
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